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領域代表挨拶

領域代表・掛谷 秀昭
(京都大学・薬学研究科・教授)

　新学術領域研究「化学コミュニケーションのフロンティア」（略称：化学コミュニ）のNewsletter (vol. 6) 
が完成いたしましたのでお届けします。
　新型コロナウイルスの感染が世界中に蔓延しており、我が国でも多くの方が感染され、命を落とされた
方もおられます。ここに謹んで亡くなられた方々のご冥福をお祈り申し上げるとともに、罹患された方々が
一刻も早くご快復されることを祈念致します。皆様におかれましても、教育・研究・経済活動等が制限され
不便な生活を強いられていることと存じますが、くれぐれもお気を付けてお過ごしください。
　本領域では、多種多様な化学コミュニケーションの統合的理解にきわめて有効な「革新的高次機能解析
プラットフォームの構築」を行い、「天然物リガンドの真の生物学的意義の解明」及び「ケミカルツール分
子・創薬シーズ開発」を推進することにより、医療・農業・食糧分野などへの貢献を目的としています。最終

的には、自然環境における多様な生物種における化学コミュニケーションの解明と制御を主眼とした「分子社会学」という新しい学問領
域の確立を目指しています。
　本年（2020年）4月から、総括班のもと、計画研究代表者（12名）に加えて、公募研究（第2期）代表者（32名、本号参照）を迎えて新しい
研究組織が立ち上がりました。斬新で挑戦的な研究課題や萌芽的・意欲的な研究課題が目白押しで、今後の研究成果を楽しみにしてい
ます。本年6月21~23日には、新しい研究組織のキックオフを含めて、第7回公開シンポジウム（上田実実行委員長（東北大院理））及び第5
回若手シンポジウム（高岡洋輔実行委員長（東北大院理））を仙台にて開催予定でしたが、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の蔓
延状況を鑑みて延期とさせて頂きました。新しい開催日程が確定致しましたら、改めて領域ホームページなどで周知させて頂きます。
　さて、本号の企画の一部について少し紹介させて頂きます。上述の現状を鑑み、引き続き、領域内外の共同・連携研究を促進するため
に、誌上シンポジウム（第7回公開シンポジウム）を企画致しました。継続の先生方にはこれまでの研究成果の概要を、新規の先生方には
今後の研究計画を中心に紹介頂きました。一方、3年目の中間評価を終え、これまでの総括及びラストスパートに向けて、班長及び若手研
究者間での座談会を上述の仙台にて企画していましたが延期となりました。そこで、高岡先生及び高田先生（ニュースレター企画担当）に
プレ誌上座談会を企画して頂き、本領域の目指す学理「分子社会学」の創生に向けての特別インタビューを紹介頂きました。
　総括班では、本年度は、第8回公開シンポジウム（仙台）及び第5回若手シンポジウム（仙台）に加えて、The 2nd International 
Symposium on Chemical Communication (ISCC2020)をChemical Communications through Natural and Synthetic Bioactive 
Compounds (Symposium #79)として、環太平洋国際化学会議2020 (PACIFICHEM 2020, 12/15-20)の期間内に開催予定です。無事、
COVID-19が収束に向かい、開催できることを祈念しています。
　今後も、総括班会議、全体領域会議などで議論を深めて、班員一同で本領域の目的・ミッションを達成したいと考えています。引き続
き、本領域に対して、ご支援とご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
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特別インタビュー記事：「分子社会学」学理の創生に向けて

　皆さんこんにちは。「化学コミュニケーションのフロンティア」領域・ニュースレター担当の東北大・高岡／北里大・高田です。この度
の新型コロナウイルス感染症COVID-19により亡くなられた方々のご冥福をお祈り申し上げますとともに、被患された皆様の早期の
快復と、感染の収束を心よりお祈り申し上げます。
　本来は６月に開催予定であったシンポジウムで企画を用意していたのですが、会の延期に伴い実施が難しくなりました。そこで今
回は、領域がちょうど折り返し地点に位置することから、改めて本領域の目指す「分子社会学」学理の創生に向けて、領域メンバーに
よる共通認識を明確にするべく特別インタビュー記事を用意しました。本領域の班長の先生方に代表していただき、「これまでの研
究成果」・「今後の課題や意義」・「今後の抱負」などについてお答えいただきましたので、本領域が目指す理念について共有いただけ
ればと思います。

　まず初めに、掛谷領域代表に「分子社会学」を簡単に整理していただきます（以下敬称略）。

―改めて本領域のキーワードである「分子社会学」について、ご説明いただけますか？

（掛谷）右図は、本領域の研究概要と学理をイメージしたロゴです。原核生物、真核生物、植物、昆
虫、魚類、ヒトなどにおける生物間共生・共存・寄生などには各固有の生物活性リガンド（化学コ
ミュニケーション分子：○印）が存在し、そのリガンドの機能を通じてコミュニケーションやネット
ワークが形成されていると考えています。さまざまな生物種において、各化学コミュニケーション
分子の機能、すなわち、化学コミュニケーション分子の発見・創製や化学コミュニケーション分子
が誘導する細胞内シグナルの解明を通じて、これらのネットワークの全貌を明らかにできると考
えています。そのためには、本領域のA01、A02、A03班の連携が必須であり、化学コミュニケー
ション分子を起点に、種を超えてさまざまな生命現象やネットワークを理解・制御する新しい学
理を「分子社会学（Molecular Sociology）」と捉えています。

―化学コミュニケーション分子を「言語あるいは道具」と捉えて、これを使った生物種間で起こる共生・共存・寄生などの生命現象や
ネットワークを「社会」として、これを理解・制御する新しい学理、ということでしょうか。新たな学問の創生が大いに期待できます。

　ここからは、各班長の先生方にそれぞれの研究班の内容についてお答えいただきます。
＊A01班（生物間化学シグナルの理解）班長・掛谷 秀昭領域代表
＊A02班（分子間シグナルの理解）班長・入江 一浩先生
＊A03班（化学シグナルの統合解析法）班長・菊地 和也先生
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―これまでの領域内研究活動の状況を教えてください。

（掛谷）A01班は、さまざまな生物現象・表現型スクリーニングに着目し、それらにおける化学コミュニケーションを担う新規天然物リガン
ドの探索・同定・機能解析などをA02/A03班と連携しながら、オリジナリティーに溢れる研究を展開しています。
（入江）A02班では、生物間コミュニケーションの基盤となる分子間シグナルの理解を目指して、化学コミュニケーションを司る天然物リガ
ンドの標的因子との相互作用を、A01/03 班と連携して行っています。一部の計画研究においては、取得した相互作用情報を活用して、天
然リガンドを凌駕する生物活性リガンドの同定に成功しています。また、生物活性リガンドの単離や合成研究も応募時の研究目的に合致
した方向で進んでいます。
（菊地）A03班は、分子機能解析のためのツール開発を行い、高次機能解析プラットフォームを構築し、班員間で使用できることを目指し
ています。まずは、個々の班員の研究として化学プローブによる機能可視化やマルチオミックスデータを集積させ、さらに人工知能技術
(AI)を用いた解析を行っています。

―本領域が発足したことによって顕在化した、新たな学術的価値や課題はありますか。

（掛谷）微生物間、植物―微生物間、カイメン―共生微生物間、ヒト―細菌叢間などにおける化学コミュニケーションの理解・制御に向け
て、天然物リガンドの生物学的意義の解析や天然物リガンドを凌ぐ生物活性リガンドの創製など想定以上に進展しています。すでに、医
薬品の開発や食糧問題の解決などに貢献できる研究成果も得られつつあります。
（入江）掛谷領域代表のご努力（領域リトリート、分野横断的な演者を多数招いたシンンポジウムの開催など）により、領域内での共同研
究が、計画研究のみならず、公募研究も含めて広範に行われています。特に、A03班の研究領域はこれまでの天然物有機化学領域にほと
んどなかったものであり、天然物を基盤としたケミカルバイオロジー研究が質的に発展する可能性を秘めています。
（菊地）AIを用いた深層学習の表現学習を用いて、化学コミュニケーション文法という普遍的な原理を表すモデルの獲得を目指していま
す。これまでに、複数の班員が保有する約30,000個の化合物を統合し、そのケミカルスペースの多様性を認可薬と比較し、可視化するこ
とに成功しています。

―「分子社会学」学理の創生に向けての抱負を教えてください。

（掛谷）各生物現象における化学コミュニケーションの発見・開発、機能解析データを集積すること、これらの機能解析には、本領域内の
高次機能解析プラットフォームの活用をフルに考えています。
（入江）「分子社会学」学理の創生に向けて、今後２年間、最大限の努力をして行くつもりです。
（菊地）生物活性リガンドの真の生物学的意義の解明や、上記の技術を確立することで、ケミカルツール分子、医薬・農薬シーズにつなげ
ることを目指します。
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―先生方、お忙しいところご丁寧なご説明ありがとうございました。「分子を起点としたネットワーク」の解明を通して、いくつかの成
功事例によってその関係性（社会）が明らかになってきたと感じられます。今後これらの情報を統合して、AI学習を通じて「化学コミュ
ニケーション文法」といった普遍的な原理原則・モデルに落とし込めることを期待しています。

―ここで特別出演ですが、本領域で「化学コミュニケーションAIプラットフォーム」構築に中心的な役割を果たされている慶応大・榊
原先生に一言、お願いしました。

（榊原）上述の約30,000化合物に加えて、昨年12月に慶應大学で開催しました第7回総括班班会議におきまして、AIプラットフォーム
構築のために、各班の先生方が保有する天然・非天然を含むさまざまな化合物構造情報をその活性情報とともにご提供頂けること
が承認され、データ収集が始まりました。これによって構築されるデータベースやAIによって解析された化学コミュニケーション空間
を、独自性の高い研究成果として発信して行きたいと思います。

　次回の領域会議の前には、このインタビュー記事を受けて、今度は領域の若手メンバーによる領域の将来構想などを議論する座
談会を予定しております。そちらの方にも奮ってご参加いただければ幸いです。ご拝読ありがとうございました。
（高岡・高田）
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公募研究組織紹介（第2期：2020年4月1日～2022年3月31日）

松浦 英幸（北海道大学大学院農学研究院・教授）
 なぜ植物は共生菌を受容するか?相利共生構築に寄与する化学コミュニケーションの解析
 Why do plants receive symbiotic fungi? Analysis of chemical communication that contributes to symbiosis system

宮崎 雅雄（岩手大学農学部・准教授）
 ネコのマタタビ反応で機能する嗅覚受容体と多幸感に関わる神経回路の同定
 Study on olfactory receptors and neuro-ciucits for the matatabi response in domestic cats

坪井 貴司（東京大学大学院総合文化研究科・教授）
 腸内細菌叢―消化管内分泌細胞間化学コミュニケーションの実体解明
 Elucidation of chemical communication between gastrointestinal enteroendocrine cells and gut microbiota

清川 泰志（東京大学大学院農学生命科学研究科・准教授）
 社会性動物の情動を制御する生物活性リガンドの同定
 Identification of bioactive ligands that control emotions in social animals

廣田 順二（東京工業大学生命理工学院生命理工学系・准教授）
 母子間化学コミュニケーションを促進する羊水成分の同定と生理機能の解明
 Identification of odorants that promote chemical communication between mother and pups 

木谷 茂（大阪大学生物工学国際交流センター・准教授）
 休眠天然物を覚醒する放線菌二次代謝シグナルトークの解明と応用
 Clarification of chemical communication in actinomycetes for activation of cryptic natural products

櫻谷 英治（徳島大学大学院社会産業理工学研究部・教授）
 植物－微生物間の化学コミュニケーションを担う新たな脂質リガンドの探索
 Search for new lipid ligands responsible for chemical communication between plants and microorganisms

甲斐 建次（大阪府立大学大学院生命環境科学研究科・准教授）
 ポリイン類を介した微生物間拮抗現象に潜む双方向性化学コミュニケーション
 Bidirectional Chemical Communication among Microbes

有村 源一郎（東京理科大学基礎工学部生物工学科・教授）
 害虫が分泌するエリシターの植物認識機構
 Herbivore elicitor reception system in plants

清家 泰介（理化学研究所生命機能科学研究センター・基礎科学特別研究員）
 フェロモンを介した酵母の非対称な異性間コミュニケーションの仕組みの解明
 Elucidation of the mechanisms of asymmetric pheromonal communication in yeast

A01「生物間化学シグナルの理解」
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門出 健次（北海道大学大学院先端生命科学研究院・教授）
 フルーツ由来マラバリコーンの肥満抑制コミュニケーションの解明と医薬展開
 Mechanistic studies of obesity suppression effect of malabaricones isolated from a Malaysian fruit toward drug discovery

市川 聡（北海道大学大学院薬学研究院・教授）
 MraY阻害天然物による化学コミュニケーションの制御と創薬シーズの開発
 Modulation of Chemical Communication Based on MraY Inhibitory Natural Products and Their Application to Drug Lead Discovery

酒井 隆一（北海道大学大学院水産科学研究院・教授）
 マルチオミクス解析で紐解くホヤのケミカルコミュニケーション戦略
 Multiomics approach to reveal chemical communication of tunicates

有本 博一（東北大学大学院生命科学研究科・教授）
 低分子リガンドの高機能化に関する研究
 Development of new molecules from low molecular weight ligands

沓村 憲樹（筑波大学国際統合睡眠医科学研究機構（WPI-IIIS）・教授）
 新たな痒み伝達経路の解明と掻痒症治療シーズの開発
 Elucidation of novel itch-transmission pathway and development of seeds for pruritus treatment

木越 英夫（筑波大学数理物質系・教授）
 海洋天然物と細胞骨格タンパク質との化学コミュニケーションの解析と応用
 Study of chemical communication between marine natural products and cytoskeleton

花岡 健二郎（東京大学大学院薬学系研究科・准教授）
 蛍光プローブを活用した活性イオウ分子産生酵素の阻害剤の探索/創製と機能解析
 Screening/development of inhibitors for reactive sulfur species-producing enzymes by utilizing fluorescent probes and their functional analysis

大神田 淳子（信州大学学術研究院（農学系）・教授）
 14-3-3たんぱく質が制御する化学シグナルの解明と制御
 Elucidation and controlling of chemical signals regulated by 14-3-3 proteins

北 将樹（名古屋大学大学院生命農学研究科・教授）
 哺乳動物毒における化学コミュニケーションの解明
 Chemical Communication on the Mammalian Venom

中崎 敦夫（名古屋大学大学院生命農学研究科・准教授）
 外来生物の誘引現象の理解と駆除を目指した強心ステロイドの非天然型アナログの創出
 Development of unnatural analogues of cardiac steroids for understanding attraction responses of invasive species and controlling its populations

井貫 晋輔（京都大学大学院薬学研究科・助教）
 粘膜免疫における細胞間化学コミュニケーションの理解に向けた機能性分子の創製
 Development of chemical tools for elucidating chemical communications in mucosal immunity 

下山 敦史（大阪大学大学院理学研究科・助教）
 細胞－宿主間ケミカルエコロジーの理解とワクチンアジュバント開発への展開
 Elucidation of host-bacterial chemical ecology mediated by lipopolysaccharide and development of vaccine adjuvants

山下 敦子（岡山大学大学院医歯薬学総合研究科（薬学系）・教授）
 T1r味覚受容体による化学シグナル感知機構の構造生物学的解明
 Structural biology of perception mechanisms of chemical signals by taste receptor type 1

新藤 充（九州大学先端物質科学研究所・教授）
 アレロケミカルを起点とした植物コミュニケーション分子の開発
 Plant Chemical Communication Molecules Derived from Allelochemicals

高橋 栄夫（横浜市立大学大学院生命医科学研究科・教授）
 化学シグナル伝達における分子内ネットワークの理解とアロステリック制御機構の解明
 Elucidation of intramolecular network and allosteric regulation mechanism of receptors in chemical signal transduction

A02「分子間シグナルの理解」
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鬼塚 和光（東北大学多元物質科学研究所・准教授）
 RNA標的創薬を指向したRNA-小分子間化学シグナル大規模解析技術の展開
 Expansion of massive analysis of RNA-small molecule chemical signal for RNA-targeted drug discovery

永安 一樹（京都大学大学院薬学研究科・助教）
 低分子から中分子に至るあらゆる化学構造のヒト作用予測モデルの開発
 Development of prediction tools for therapeutic and adverse effects in human from chemical structures of small to medium-sized molecules

服部 満（大阪大学産業科学研究所永井研究室・助教）
 生体を対象としたマルチスケール発光指示薬によるリガンド評価システムの構築
 Establishment of a ligand evaluation system in living organisms using a multi-scale bioluminescence indicator

松森 信明（九州大学大学院理学研究院・教授）
 脂質が関与する化学コミュニケーション解明のための脂質認識天然物リガンドの探索
 Screening of lipid-recognizing natural ligands for elucidation of lipid-related chemical communications

清宮 啓之（公益財団法人がん研究会 がん化学療法センター分子生物治療研究部 部長）
 化学シグナルの統合的分子プロファイリングによる四重鎖核酸の機能解明
 Elucidating the functions of quadruplex nucleic acids by integrative molecular profiling of chemical signals

齋藤 大明（北陸大学薬学部・准教授）
 生体膜に会合する化学コミュニケーション分子の機能解明と計算分子設計技術の開発
 In sillico molecular degisn for chemical communication molecules bind to membrane

松本 健（理化学研究所環境資源科学研究センターケミカルゲノミクス研究グループ・専任研究員）
 ヒト培養細胞でのリガンド作用機序解明技術の確立とそれを用いた翻訳調節化合物の解析
 Mechanism of action studies of bioactive molecular ligands in human cultured cells

A03「化学シグナルの統合解析法」
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